
 

 

 

 

本プロジェクトは、「総合的な探究の時間普及・充実事業」、「グローカル課題探究支援事業」、「地域

連携担当教職員支援事業」の３つの事業で構成されています。そのうち、「総合的な探究の時間普及・

充実事業」では道内を10地域に分け、地域ごとに指定校を１校指定しており、今回実施した「グロー

カル課題探究支援事業 オンラインセミナー」は

指定校に在籍する生徒のうち、地域課題の解決に

向け、グローバルな視点で探究活動をすることに

興味・関心がある生徒を対象に実施しました。 

「グローカル課題探究支援事業」は、グローバ

ルな視点での探究活動を行うことを通じて、生徒

の言語能力、情報活用能力、問題発見・課題解決

能力や、探究活動を実社会の課題解決に結び付け

る力を育成し、地域に貢献できる人材の育成を目

的としています。オンラインセミナーでは、身近

な課題が社会や世界の問題に繋がっていること、探究テーマを決める際の情報収集で大切なこと、ま

た探究活動で他者を巻き込みながら探究を進めることが大切であることについて学びました。 

本事業に参加する生徒は、自治体等と連携した探究活動に取り組み、令和８年１月に成果を発表し

ます。成果発表会では審査を行い、上位チームは１月31日（土）に開催する「Ezo探究-festival」に

おいてステージ発表とポスターセッションを行う予定です。 

今回は、令和７年７月31日（木）に、オンラインセミナーを実施しましたので、その様子をお伝え

します。 

 

１ オンラインセミナーの概要（令和７年７月 31 日（木）実施） 

○ 講師  

北海道大学大学院教育学研究院 准教授 篠原 岳司 氏 

【講義・交流１】「グローバルに地域課題等を考えるとは～グローバルな視点の大切さ」 

「Think Globally、Act Locally」をテーマに、

自分の身の回りの課題から少しずつ考え方を広げ

ることについて講義がありました。生徒は普段感

じている自分だけの課題が、実は地域や世界の課

題であることを実感しました。 

また、経験したことを次につなげるための振り

返りの重要性についても学びました。生徒同士で交流する場面では、各ブレイクアウトルームで自分

自身の経験を振り返りながら、自分自身や自分の地域について交流しました。 
 

【講義・交流２】「自分の地域課題の設定について考える～地域から課題を考える、課題を考えて地

域を設定する」 

 課題設定では、調べ学習で終わらせないための

ポイントや、探究活動を進めていく上で、生徒の

熱意が周囲の人を巻き込むことに繋がることなど

についてお話していただきました。調べ学習で終

わらせないためには、多角的に調べ、探究するた

めに必要な情報を多く集めることや、集めた情報を整理して考察することなど、調べたことを客観的

に分析することが必要であることについて学びました。交流する場面では、同じ高校の生徒同士で話

し合い、これまでの自分たちの活動を振り返ったり、自分たちの考えについてファシリテーターに意

見を聞いたりするなど、自分たちの探究活動をより充実させるために、友達やファシリテーターと交

流しました。 
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【生徒たちの様子】 

参加生徒は、最初こそ緊張していましたが、他校の生徒との

交流を通して、自分の高校や地域、探究活動を客観的に見るこ

とができ、多くの刺激を受けていた様子でした。 

また、他校の生徒と交流できる貴重な機会を生かして、「自

分達の活動はどうしたらもっといい活動になるのか」など、生

徒同士でお互いのアイデアを交換していました。 

 

【今後の取組】 
最後に篠原先生から、10月に実施予定の探究成果

中間報告会までに、地域の協力を得ながら探究活動

を進めることに挑戦することなど、今後の取り組み

の充実に向けたいくつかのポイントが示されました。 

生徒たちが様々な探究活動に、思い切って挑戦し、

どのような成果を発表するのか、今後が楽しみです。 
 

２ 参加者アンケート 

参加者アンケートでは、「地域課題を地球規模で考え、地域で活動する」や「自分の地域課題の

設定について考える」の項目について、全員が肯定的な回答をするなど、大きな成果が見られまし

た。また、交流や演習に関しても、高校生同士でつながり、相互に意見を伝え合う場の必要性につ

いての感想が寄せられました。 

 

【参加生徒の声】 

○ 漠然としていたことが現実味を帯びてきて、とても参考になったので、今後もっとよいも

のにしていきたい。 

○ これまで学んできたことを生かし、自分の住む町、自分の身の回りの環境などを、発展・

発信をすることができたらいいなと思う。 

○ 交流を通して、探究活動で実施するアンケートの修正の方向性などを考えることができ

た。今後の活動に生かしていきたい。 

○ 地域課題等について、これまで長期間にわたって仲間と考えることがなかったので、楽し

みである反面、不安も感じる。成果発表会ではよい成績を残せるように頑張りたい。 

○ 今後の探究活動に取り組むに当たり、他校の生徒と意見交流したり、同じ学校の仲間たち

と協力したりしながら、聴衆の心に響く探究活動を目指したいと思った。 

○ 他校の方たちと沢山関わることができて本当に楽しかった。自分の高校との違いなどを探

しながら、他校の話を聞くことができた。 


